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[2J ケインジアンの反革命 (Keynesian-Countetrevolution) 
図1が表わしているフレームワークは，基本的にグラウワ'"--[1965Jが， r1937 
年に巳ヅグスが着手し，今ではパテインキシやその他の一般均衡理論家達が，




































直接に問題なのは 1S均衡ーすなわち45度線図のほうである。ところで， 1 S 
均衡がパロー=グロスマン・モデルの「超過供給を伴う一般不均衡」の場合に
対応することは， もはや常識であると言ってよい。にもかかわらず改めてここ






Nd=(/) (Ye) : Nd有効労働需要量/Ye予想販売制約




I=F(Nd) =F((/)(Ye)) : 1 有効所得
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また， 45度線が有効労働需要曲線を変換したものに過ぎないならば， S S曲
線が労働市場から導かれるものとされる以上， 45度線と併せて，労働市場が二
度登場していることになってこれも奇妙である。
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5) Clower [1965J p. 118. 
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